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岡
山
市
楢
津
に
本
部
を
置

く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
＝
代
表
・
菅
波

茂
）
。
国
際
的
な
人
道
援
助

団
体
と
し
て
、
そ
の
名
は
全

世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
。
「
世

界
の
人
々
の
幸
せ
の
た
め
自

分
た
ち
が
求
め
ら
れ
る
な

ら
、
ど
こ
へ
で
も
即
座
に
出

掛
け
て
い
く
」
と
話
す
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
加
盟
の
医
師
や
看
護

婦
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
。

こ
れ
ま
で
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
救

援
活
動
で
救
わ
れ
た
世
界
の

被
災
民
は
数
え
切
れ
な
い
。

　
「
今
日
も
ま
た
世
界
の
ど

こ
か
で
自
分
た
ち
の
救
援
を

待
つ
人
が
い
る
の
で
は
」
－

そ
ん
な
気
持
ち
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
励
む
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ

ッ
フ
た
ち
。
そ
の
姿
を
浮
き

彫
り
に
し
て
み
た
。

　
ル
ワ
ン
ダ
ヘ
。
サ
ハ
リ
ン
ヘ
。
民

族
紛
争
や
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
民

の
い
る
と
こ
ろ
へ
、
自
ら
の
生
命
の

保
証
さ
え
も
な
い
と
こ
ろ
へ
飛
び
込

ん
で
い
く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
救
援
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
た
ち
。
そ
ん
な
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

か
本
格
的
な
緊
急
救
援
活
動
を
姶
め

た
の
は
昭
和
五
十
九
年
だ
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
発
足
の
動
機
と
な
っ
た

の
は
代
表
を
務
め
る
菅
波
が
高
校
二

年
生
の
夏
休
み
に
目
に
し
た
一
枚
の

写
真
で
あ
る
。
そ
の
写
真
は
祖
父
が

大
切
に
し
て
い
た
『
太
平
洋
戦
争
写

ｌ

国
際
貢
献
パ
ワ
ー
お
か
や
ま
昼

ど
う
し
て
、
人
が
人
を
Ｆ

菅
波
を
駆
り
立
て
た
一
枚
の
戦
争
写
真

真
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

　
ば
本
軍
の
侵
攻
≒
米
軍
の
反
黙

　
″
日
本
軍
の
敗
走
″
の
三
部
作
に
は
、

な
ん
と
自
分
と
そ
れ
ほ
ど
年
齢
が
違

わ
な
い
と
思
わ
れ
る
日
本
人
兵
士
が

海
岸
の
浅
瀬
に
半
分
顔
を
突
っ
込
ん

だ
形
で
死
ん
で
い
る
姿
が
写
さ
れ
て

い
る
で
は
な
い
か
。

　
写
真
に
付
随
し
て
い
る
説
明
に
よ

れ
ば
太
平
洋
戦
争
で
日
本
車
は
約
五

十
万
人
の
兵
士
を
ア
ジ
ア
地
域
に
派

遣
し
、
そ
の
多
く
が
戦
死
し
た
と
の

こ
と
。
写
真
の
兵
士
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
島
に
駐
屯
し
て
連
合
軍
の
上
陸
阻

止
作
戦
に
参
戦
、
戦
死
し
た
の
だ
と

か
。

　
浜
辺
で
の
、
あ
ま
り
に
も
無
残
な

戦
死
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
穏
や

か
な
表
情
を
た
た
え
た
そ
の
兵
士
の

顔
に
菅
波
は
震
え
る
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
、
し
ぱ
ら
く
は
身
動
色
白

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
時
の

衝
撃
を
著
書
『
遥
か
な
る
夢
－
国
際

医
療
貢
献
と
地
域
お
こ
し
』
の
中
で

次
の
よ
う
な
表
現
で
述
懐
し
て
い

る
。

緊
急
救
援
は
約
4
0

頑
張
る
職
員
、
ボ
ラ
ン
早

　
菅
波
の
こ
の
考
え
は
当
時
、
医
師

た
ち
の
聞
で
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
と

と
も
に
協
力
を
申
し
出
る
者
か
随
分

集
ま
っ
た
。
今
屯
そ
の
数
は
増
え
て

お
汽
四
月
現
在
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
加
盟

会
員
は
約
二
十
力
国
で
医
師
二
百
口

入
、
一
般
会
員
五
百
五
十
一
人
、
学

年
一
ヱ
ゐ
入
、
賛
助
会
員
二
百
五
十

万
ぺ
法
人
会
員
二
十
七
人
に
。

　
　
一
方
、
こ
れ
ま
で
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
万

言
ブ
に
緊
急
首
障
ノ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

　
一
。
二
言
ベ
ビ
ア
ヂ
グ
レ
州
難
良
医
根

元
言
ノ
ロ
ジ
ェ
ク
士
フ
マ
リ
ア

難
民
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
四

十
件
近
く
（
主
な
も
の
は
別
表
参
照
）

と
も
上
っ
て
い
る
。
こ
の
件
数
は
欧

米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
に
比

べ
て
も
決
し
て
見
劣
リ
か
し
な
い
も

の
プ
’
に
）
か
〃
‘
’
七
、
ｆ
｛
詣
リ
っ
の
う
ち
「
カ

ン
デ
午
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
≒
モ

で
白
土
海
道
避
難
民
プ
ロ
ジ
ェ

グ
土
石
谷
〒
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
援
助

プ
戸
ダ
ク
ト
」
な
ど
十
九
拝
は
今

型
款
言
動
を
徳
行
中
な
の
だ
。

　
土
入
そ
れ
ほ
ど
活
発
な
款
復
活

飲
を
し
て
し
こ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
ま
部
の

職
員
は
決
７

い
。
ス
タ
ッ

十
人
の
非
四

の
余
暇
時
皿

る
ぶ
嘆
日
七

ボ
ラ
ン
テ
ィ

る
だ
け
。

　
ボ
ラ
ン
早

く
ま
ち
ま
似

方
か
ら
深
権

か
し
、
前
可

も
翌
朝
に
は

を
見
せ
て
い



［ＡＭＤＡのこれま 匹j
年月 活゛　動　　の　　内　　容

　１

，１

1984 12 ・第1回AMDAピジネスミーティング開催(インド､タイ)

1988 12 ・インド連邦カルナタカ州無医地区巡回診療プロジェクト開始

19914 ・ネパール王国ビスヌ村地域医療プロジェクト間始

・AMOA国際医療情報センター＝在日外国人医療プロジzクトー活動開

　始ぐ東京）

・イラン国内クルド難民支援医療プロジェクト開始

・ピナツボ火山噴火被災民支援医療プロジェー訃閤始

１９９２ ３

　　　５

　　　７

　　　１１

・エチオピアチグレ州難民医療支援プロジェクト開始

・バングラデシュ･ミャンマー難民支援医療プロジェクト開始

・ネパール国内ブータン難民支援医療プロジェクト開始

・カンボジア本国帰還難民支援医療プロジェクト開始

・タンコット村眼科医療･母子保鯖プロジェクト開始

１９９３ １

　　　　７

　　　　９

　　　　１０

　　　　１２

・カンボジア精神保健ブロジjクト開始

・ソマリア難民救援チーム活動開始

・ネパール･バングラデシ４大洪水徊災民緊急救援医療プロジェクト開始

・タイ国チこtンライ県エイズプロジェクト開始

・インド西部大地糞被災民緊急救援リハビリテーションプロジェクト開始

・AMDA国際医療情報センタｰヽ関西開設

１９９４ ２

　　　　３

　　　　４

　　　　５

　　　　６

　　　　１２

・インドネシア･スマトラ島南部地黄教柵医療プロジェクト開始

・モザンビーク,ガザ州帰還難民緊急救援医療プロジｔクト開始

・旧ユーゴスラビア救援プロジェクト開始

・AMDA東京オフィス開設

・ルワンダ難民･被災民救援ブロジ,£クト開始

・ルワンダ国内病院再建プロジェクト開始

・JICAフィリピン･ターラック州家族計画､母子保健プロジェクト開始

・ネパールストリートチルドレン巡回診療プロジェクト開始

１ケニアナイロビ地域オフィス開設

　阪神淡路大震災緊急救檀プ・。匹
　　３　・ＪｌｃＡザンピァｇ１・ｓ－ｙ石リぷがβｉ

ｇ　　　　　　　　　　　４

　　　　・ロシア･チェチェン緊急医療プロジェクト開始

　　5　・ r72時間ネットワークj設立
　　　　・ロシア･サハリン大地震緊急救援プロジェクト開始

　　７　・スーダン国内避難民救援プロジェクト開始

　　　　・アンゴラ帰還難民緊急救援プロジェクト開始

　　９　・朝鮮民主主義共和国緊急救援プロジェクト開始

　　10　・インドネシア･スマトラ島大震災緊急救援プロジェクト開始

　　　　・メキシコ大震災緊急救援プロジェクト開始

　　11　・フィリピン台風被害緊急救援プロジェクト開始

一　1996
2　・中国･雲南州大震災緊急救援プロジェクト開始･

　　　　・中国･四川霧雪害緊急救援プロジェクト開始

　　　　・インドネシア･ビアク島大貫災緊急救援プロジェクト開始

　　３　・中国･新彊ウイグル自地区地震緊急救援プロジェクト開始
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１
１
ｙ
ｌ
ｆ
ｌ

励
ま
し
の
声
が
相
次
ぐ

私
た
ち
も
実
際
に
行
動
を
起
｝
4.｡

そ
う

　
こ
の
特
別
企
画
『
国
際
貢
献
パ
ワ

ー
　
お
か
や
ま
は
動
く
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

か
ら
の
報
告
』
の
搭
載
が
始
ま
っ
て

間
の
な
い
今
年
一
月
、
山
陽
新
聞
社

広
告
局
に
一
通
の
手
紙
が
届
い
た
。

手
紙
の
主
は
就
実
高
校
一
年
（
当
時
）

の
瀧
村
佐
織
さ
ん
日
日
久
米
郡
旭
町
日
ぃ

で
あ
る
。

　
　
「
新
聞
を
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ
て

い
た
ら
目
に
止
ま
っ
た
の
が
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
企
画
で
し
た
。
『
た
っ
た
五
百

七
十
円
あ
れ
ば
栄
養
失
調
で
死
ん
で

い
る
子
供
た
ち
を
救
う
こ
と
が
で
ぎ

る
の
に
』
と
い
っ
た
見
出
し
が
つ
い

光
そ
の
記
事
に
は
ル
ワ
ン
ダ
の
悲
惨

な
現
状
が
綴
ら
れ
て
い
ま
貼
た
。
私

は
か
つ
て
世
界
史
の
授
業
で
餓
死
す

る
人
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
餓
死
す
る
人
の
最
後
は
徊
の
玉

が
ボ
ロ
ッ
と
こ
ぼ
れ
落
ち
る
の
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
こ
と
を
思
う
と
ル
ワ

ン
ダ
の
子
供
た
ち
が
か
わ
い
そ
う
で

な
り
ま
せ
ん
。

　
私
と
同
じ
生
命
を
受
け
な
が
ら
、

　
私
た
ち
の
活
動
の
様
子
を
紹

介
し
て
下
さ
る
、
こ
の
企
画
が

ス
タ
ー
ト
し
て
約
四
ヵ
月
間
が

す
。

　
人
道
援
助
大
国
足
目
指
し
て

私
た
ち
竺
層
頑
張
哲
ま
す
。

経
ち
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
Ａ
　
こ
れ
か
ら
も
ど
う
郭
よ
ろ
し

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
実
　
―
　
く
。
、
ご
援
肋

巾
づ
扇
闇
闇
『
い
皆

く
理
解
さ
れ
　
ー
　
よ
ち
お
願
い

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
最
近

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
下

さ
る
方
が
随
分
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
資
金
を
振
り
込
ん

で
下
さ
る
方
も
増
加
し
て
い
ま

し
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
関
す
づ
る
問
い
合

わ
せ
は
昔
０
８
６
ニ
２
８
４
・

７
７
３
０
ま
た
は
Ｆ
ｆ
Ａ
Ｘ
０
８

６
・
２
８
４
・
８
９
｛
｝
５
９
へ
。

淡
路
大
震
災
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

な
ど
暗
く
て
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ば

か
り
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
の

が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
躍
で
す
。
阪
神

　
・
淡
路
大
震
災
で
は
被
災
地
に
一
番

に
駆
け
付
け
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た

ね
。
そ
の
姿
を
頼
も
し
く
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岡
山
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
中
心
に
連

合
岡
山
ご
フ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど

で
国
際
貢
献
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
皆
様
の
活
躍
を
新

聞
な
ど
で
隠
る
た
び
に
胸
が
無
く
な

り
ま
す
。
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て

い
な
い
私
を
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
い

る
万
人
で
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
皆
様
、

お
体
に
気
を
つ
け
て
ご
活
躍
下
さ

い
。
ぶ
四
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の
オ

カ
ヤ
マ
〃
を
目
指
し
て
」
。

　
１
と
激
励
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い

た
。

　
そ
し
て
、
岡
崎
久
子
さ
ん
＝
岡
山

慨
日
日
は

　
　
［
岡
山
の
誇
り
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
目
に

し
、
耳
に
す
る
た
び
に
胸
が
無
く
な

る
思
い
が
致
し
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー

ズ
は
我
々
、
人
間
が
人
間
の
在
り
方

を
考
え
直
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
企

画
で
す
。
今
後
も
期
待
し
て
お
り
ま

‐
す
。
私
共
も
じ
っ
と
眺
め
て
い
る
だ

け
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」
。

　
―
と
提
案
を
し
て
く
れ
て
い
る
。

食
べ
る
も
の
が
な
く
て
死
ん
で
い
く

子
供
た
ち
。
私
は
将
来
そ
う
い
っ
た

中国雲南省の地腹被災者への救援活動は大変喜

ばれた（後ろの文字は感謝の言葉）

人
た
ち
の
役
に
立
兄
勉
強
が
で
き
る

大
学
へ
進
む
も
の
と
蚕
い
ま
す
・
土

れ
か
ら
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
昌
記
事
を
詳
し

く
取
り
上
げ
て
ｙ
さ
い
・
こ
人
と
人
が

対
等
に
共
存
で
ぎ
巡
世
界
が
出
来
上

が
る
こ
と
を
析
っ
て
」
い
ま
す
」
。

　
金
森
和
雄
さ
心
＝
・
Ｈ
英
田
郡
美
作
町

＝
か
ら
も
八
ガ
キ
を
乙
い
た
だ
い
た
。

　
　
［
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
心
企
ヱ
圃
記
事
に
は
大

き
な
感
動
を
受
け
ま
ぶ
し
た
。
現
地
で

の
写
真
や
日
記
を
も
心
と
に
し
た
記
事

は
と
て
も
分
か
り
や
ｗ
す
く
、
実
感
が

わ
い
て
ぎ
よ
す
。
こ
」
の
シ
リ
ー
ズ
企

画
は
曜
目
今
決
め
て
、
継
続
し
て
掲
載

し
で
下
さ
い
。
ま
こ
と
多
く
の
人
に

理
解
さ
れ
る
は
ず
で
に
す
」
。

　
Ｉ
と
い
っ
た
こ
と
谷
書
か
れ
て
い

た
。

　
ま
た
、
中
出
孚
さ
ん
＝
岡
山
市

＝
か
ら
は

　
　
「
昨
年
か
ら
已
一
年
間
は
阪
神
・



¬

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
デ
ー
」
に
募
命

津
由
Ｃ
Ｕ
Ｐ
網
引
き
大
会
は
益
金
を

　
　
三
月
七
四
目
。
岡
中
田
内
の
中
山

　
小
と
馬
屋
下
小
の
児
童
が
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
本
部
を
訪
れ
た
。
中
山
小
は
三
年
前

　
か
ら
毎
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
に

　
募
金
を
募
っ
て
寄
金
し
て
い
る
。
馬

　
屋
下
小
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
メ
ン
バ
ー
の
講

　
演
が
き
っ
か
け
。
阪
神
・
淡
路
大
胆

　
災
で
活
躍
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
メ
ン
バ
ー

’
に
感
激
。
震
災
直
後
に
数
度
の
特
別

　
募
旅
を
寄
ぜ
る
と
と
も
に
毎
月
十
五

　
目
を
宍
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
デ
ー
』
に
決
め
て

　
募
奈
活
動
を
し
て
い
る
。
中
山
小
は

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
を
、
馬
屋
下
小
は
ネ
パ
ー
ル
の
ス
ト

　
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
診
療
所
を
直
接

交
接
リ
る
こ
と
に
な
っ
勺

　
四
月
社
日
。
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
消
・
心

女
子
大
学
付
則
小
の
始
業
式
。
児
敬

た
ち
が
集
め
た
ト
万
円
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

に
手
段
さ
れ
た
。
中
国
営
南
谷
で
二

月
二
目
発
生
し
か
大
地
脈
（
マ
グ
ニ

チ
作
－
ド
子
の
被
災
者
・
趙
沃
侯

ち
ゃ
ん
一
四
こ
に
贈
っ
た
も
の
。
趙
ち

ゃ
ん
は
地
震
で
両
親
を
失
っ
た
。
大

火
傷
を
負
い
、
骨
折
し
た
趙
ち
ゃ
ん

は
両
親
の
死
を
知
ら
な
い
。
痛
み
に

耐
え
な
が
ら
母
を
呼
ぶ
趙
ち
ゃ
ん
。

十
万
円
は
専
門
病
院
で
の
治
療
費
に

使
わ
れ
る
。

　
四
月
初
旬
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
本
部
が
庖

阪
神
と
首
都
圏
の
石
本
の
男
な
が
訪

れ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
情
報
を
什
人
れ
て

帰
っ
た
。
阪
神
ふ
蕗
大
胆
災
で
ボ

ラ
ン
テ
ゴ
／
活
動
の
経
験
を
持
つ
大

学
生
と
フ
リ
ー
の
青
年
。
女
性
の
二

人
は
教
は
免
許
を
持
ち
、
ジ
ン
バ
ブ

エ
で
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
活
動

の
経
験
を
持
つ
。
「
現
地
は
教
科
書

も
な
く
地
面
に
文
字
を
書
い
て
の
授

’
や
ま
は
動
く

業
だ
っ
た
。
世
界
の
貧
し
い
人
々
に

改
削
で
さ
れ
ば
そ
れ
が
私
の
生
き
て

い
る
証
し
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

　
か
っ
。
人
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
ネ
パ
ー

ル
に
建
設
の
医
療
技
術
員
養
成
所
の

ア
レ
ス
タ
ン
ト
に
な
る
。

　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
津
山
カ
ッ
プ
実
行
委
員
会
（
西
本

初
実
行
委
員
長
）
は
五
月
三
日
、
津

山
市
総
哉
体
育
館
で
『
第
三
回
津
山

Ｃ
Ｕ
Ｐ
綱
引
き
大
会
』
を
行
う
が
、

そ
の
益
金
を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
寄
贈
す
る

こ
と
に
し
た
。
同
実
行
委
は
昨
年
は

阪
神
ふ
蕗
大
震
災
の
被
災
地
に
益

余
（
四
か
一
万
円
）
を
寄
贈
し
て
い

る
が
「
同
じ
岡
山
県
内
に
あ
っ
て
国

際
貢
献
に
素
晴
ら
し
い
活
躍
の
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
に
寄
贈
を
」
の
声
が
出
た
た
め
。

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
の
寄
金
は
今
後
も
続

け
る
」
と
同
心
。

寄金を手渡す中山小、馬屋下小の代表

　
岡
山
市
の
日
高
奉
文
さ
ん
は
六
月

二
十
七
日
、
小
田
郡
美
星
町
の
中
世

夢
が
原
で
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
活
動
支
援
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
行
う
。
出
演
ア
ー
チ

ス
ト
は
ア
フ
リ
カ
ン
・
マ
エ
ス
ト
ロ

の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ベ
イ
（
カ
メ
ル

ー
ノ
）
ジ
ュ
ス
タ
ン
・
バ
リ
（
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
）
ア
ロ
ー
ナ
・
ニ
ジ
ャ
工

・
ロ
ー
ズ
（
セ
ネ
ガ
ル
）
の
三
人
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
制
作
費
を
除
い
た
全

額
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
し
て
が
ん
ば

っ
て
い
る
。

｀
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こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
左
記

へ
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
〒

7
0
0
岡
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玉
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協賛広告主のご好意により、ＡＭＤＡに活動資金を寄贈させていただきます。

小さな善意が国際貢献。
誰でも持っている小さな善意の結果が大きな力となって初めて国際貢献が実現されます。

１９９５年1月に発生した阪神淡路大震災は、テクノロジーがいかに発達しよ

うとも今回のような大規模な自然災害に対しては、人間はいかに無力なもの

であるかを私達にあらためて思い知らしてくれたできごとでした。しかしな

がら、一方では、あれほどの被害のなかで八二ックも起きず、皆がお互いに

助け合い、逆境のなかで人間らしさを失うこともなく振る舞えた姿に深い感

銘と感動を覚えたできごとでもありました。私事で恐縮でございますが、弊

社も神戸支店が被災して、いろいろな方々のお世話やご支援等を賜り、本当

に心強くありがたい気持ちが致しました。弊社もこれまで社会にそれなりに

貢献できうる企業活動を実施してきたつもりではありましたが、さまざまな

支援活動などを見せていただくにあたりまして、まだまだ不十分なものであ

ったと恥じ入った次第であります。そこで、弊社では、市民の一員としての

企業、いわゆる「企業市民」としていったい何ができるかを遅まきながら検

討してまいりました結果、弊社の発行するクレジットカードの売上金の一部

をボランティア活動などの援助金として社会に還元させていただくことにし

てはどうかということになり、このたび、社会貢献カードとして「AMDAカ

ーﾄﾞ」を発行させていただくことになりました。ご周知のとおり、AMDA（ア

ジア医師連絡協議会）は、岡山に本部を置き、世界１８ケ国に支部を持つ

ＮＧＯ（民間公益団体）として、日本やアジア各国の医師を始め、職員やボラ

ンティア（学生・主婦・社会人）など幅広い層の人たちが活躍しておられ、

阪神淡路大震災を始め、世界各地に救援の手を差し伸べておられます。特に、

これまでボランティア活動といえば欧米というイメージが強かったなかで、

日本人の手によっても立派に成し遂げることができるということが証明され

ましたのはうれしいことでした。また、東京でなければ何事も成し難いとい

うなかで、岡山という地方でも十分やれるということも教えていただき、岡

山に拠点を�く弊社と致しましても非常に勇気づけられると共に、地方に安

佳していた面などは大いに反省させられました。

　「西のジュネーブ、東の岡山、ＡＭＤＡがつなぐ世界の人道援助大国！」と熱

い気持ちでがんばっておられるＡＭＤＡを地元岡山の皆さま方と一緒に応援し

ていければと思っておりますので、皆さま方の暖かいご支援・ご協力をお願

い致します。

■ご利用額の一部を援助金(全額AJにて負担)として

　　　　ＡＭＯＡへ寄付させていただきます。

　　国際貢献への1枚
/1｣11MDSｶｰﾄﾞ

新登場／
　お問い合わせ・お申込みは

　　　lll.08日-２２７-７１８１

ＡＪ-ＡＭＤＡカードデスクまで

/|｣全皿販顕
本　社　〒700岡山市丸の内1丁目ト4
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